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○ ＧＷ期間の東名の所要時間のバラツキが、約８０分短縮、時間信頼性が向上。
○ 中部国際空港と静岡県⻄遠地域を結ぶ⾼速バスでは、定時性が⼤幅に向上し、

遅れ便数が３分の１に。
○ 今年のお盆期間も、渋滞の⼤幅減で、定時性の向上が期待。

■ 中部国際空港ー浜松間の所要時間が安定

［ストック効果③］新東名の開通により⾼速バスの定時性が向上
別紙３

●定時性・速達性の向上により、運転手の負担も軽減しました。
●お客様からも「定時性が向上したので、今後も利用したい」との声を頂いています。

＜バス事業者（遠鉄バス）の声＞

出典：ヒアリング調査 平成28年5月（国土交通省 中部地方整備局 浜松河川国道事務所）

＜GW期間の到着実績＞
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■ ＧＷ期間中の東名（御殿場JCT〜豊⽥JCT）下り線の時間信頼性が向上

出典 ETC2.0プローブ情報
サンプル数：御殿場JCT～豊田JCT間の全線（下り線）を走行した車両に加えて、単

一IC間のみの走行車両（音羽蒲郡IC～岡崎IC間のみを走行など）も含む
開通前：平成27年5月3日（日）～6日（水） 開通後：平成28年5月3日（火）～6日（金）
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＜GW期間の最大遅れ時間＞

渋滞を
見込んだ
無駄な時間

＜凡例＞

最頻値以上の平均

最頻値 下位10％

③②①
所要時間（分）

発
生
確
率

14
便

49便
H27
ＧＷ

H28
ＧＷ

③大渋滞に備え
て余裕を見込
んでいる時間

②平均渋滞時間

①走行時間

所
要
時
間
（
分
）

新東名ルート
約205km
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約216km

開通前 開通後
東名ルート

新東名ルート
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定刻 遅れ

■:③大渋滞に備えて余裕を
見込んでいる時間

■:②平均渋滞時間

■:①走行時間

約80分短縮

出典：遠州鉄道（株）遠鉄バスHPの空港直行バスe-wing「遅れま宣言キャンペーン」ゴールデンウィー
ク期間の結果について（H28.5.9掲載）より集計（集計対象：19便/日×8日間＝152便）
開通前：H27.4.29（水）～H27.5.6（水）［8日間］、 開通後：H28.4.29（金）～H28.5.6（金）［8日間］




